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令和 5 年度 第 1 回富山市高齢者総合福祉プラン 
（高齢者保健福祉計画・第 9 期介護保険事業計画）策定懇話会 議事録 

 
1 日 時 令和 5 年 7 月 27 日（木）午前 9 時 30 分〜午前 10 時 30 分 
 
2 場 所 富山市役所 8 階大会議室 
 
3 出席者 出席委員 12 名 欠席委員 2 名 

 
【委 員】髙城委員（座⻑）、麻畠委員、石田委員、稲村委員、岩井委員、高原委員、 

谷委員、松島委員、森田委員、布目委員、菱田委員、吉浦委員 
（欠席：相山委員、大⻄委員） 

【事務局】酒井福祉保健部次⻑、⽚山福祉保健部次⻑、中島介護保険課⻑、原保健所地 
域健康課⻑、丸本保健所保健予防課⻑ 
 

4 次 第 
（１） 座⻑選出 
（２） 議  事 

１．次期（第 9 期）高齢者総合福祉プランの策定について 
２．高齢者を取り巻く現状について 
３．高齢者総合福祉プランの進捗状況について 
４．各種調査について 
５．次期（第 9 期）高齢者総合福祉プランの策定方針について 

 
5 質疑応答 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 21 頁に記載のある介護保険サービス事業者アンケート調査につい
て、集計中ということだがこれは非常に残念。5 月に調査を実施している
ならば、急げば本懇話会に間に合ったのではないか。それが第一点。 

介護サービスを経営する事業所として、介護現場の状況について報告
させていただくと、現場は介護をする職員がいない。介護サービスについ
ても、受け入れを制限しているという状況が常態化している。最近では施
設整備認可を受けた事業所でも、サービスをフル稼働するために数年か
かったという事業所もあるし、職員がいないために事業所そのものを閉
鎖または休止、廃止するという事業所もたくさん出てきている。 

本市においては、介護保険制度はあってもサービスの提供が受けられ
ないという状況は、ぜひ避けていただきたいと考えている。 

先ほど申し上げた 5 月に実施された事業者アンケートについては、介
護人材不足の状況についての質問、また人材不足のために利用者の受け
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入れを制限している事業所がどれだけか、何人くらい不足しているのか
といった設問もあったので、現場での人材不足の状況については、本懇話
会の委員、市⺠の皆様、また保険者である市とで情報共有していただい
て、人材の確保の点について「現状非常に厳しい」ことを踏まえて、第 9
期の高齢者総合福祉プランの中に織り込んでいただけたらと思ってい
る。 

先ほど、8 月から地域懇談会を市内 3 ヶ所で開催される予定と説明があ
ったが、できればその機会までに、介護人材不足の状況について広く市⺠
の皆様に状況を説明していただいて、市⺠の皆様と一緒に「人材確保をど
うしていくか」といったことも検討できる機会にしていただきたい。 

 
ご指摘はごもっともで、この会議の場でアンケート結果をお出しする

ことが必要だったと感じている。 
今後も懇話会ほかの機会もあるので、アンケートの結果や、現場として

はこういうことが起こっているということを、何らかの形で広く市⺠の
皆さんに知っていただけるように資料をまとめたいと思っている。 

委員の皆様にも、結果がまとまり次第、次回の懇話会はかなり先の話に
なるので、郵送などの形で送らせていただければと思う。 

 
集計に手間がかかるようであれば、介護人材の部分だけでも結構なの

で開示していただきたい。 
 
今の人材不足の状況について、地域懇談会の場でも資料を載せられな

いかというご指摘があったが、その辺はどうか。 
 
今、作成中だと思うが、懇談会の方にも何らかの形で市⺠の皆様に状況

を知っていただけるよう資料を作成すべく、進めたいと思う。 
 
現状、1 人暮らし高齢者の方が増えてきている中で、サービス付き高齢

者向け住宅など集合住宅型の施設がけっこう増えている状況があると感
じているが、市内にどれくらい整備されているのかが分かれば教えてい
ただきたい。 

 
細かい数字については、手元にないため今お答えできかねるが、記憶だ

と現時点でサ高住は 100 以上、富山市内に整備されている。 
サ高住は今、非常に急ピッチで増えてきているが、何が問題かという

と、かかりつけ医との関係が絶たれてしまうとか、あるいは住み慣れた地
域を離れてそこを終の棲家にするにあたり様々な問題が生じてくる可能
性があるというところ。 

この問題については、在宅医療介護連携推進事業でも取り上げながら、
今後の施策を考える際に、1 つの要素として持っていきたいと考えてい
る。 
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今の問題に関連して、施設整備のところで特定施設入居者生活介護の
ところが募集しても来ない状況にあるということだが、この原因は何か。 

 
特定施設生活介護は、有料老人ホームが一部のベッド数などを介護保

険制度に適用した施設として認定を受けることになるが、実際のところ
は、報酬が月額の報酬で決まってしまうので、事業者さんとしてはあまり
利点がないというように考えておられる。そのため、実際に手を挙げて指
定を受けたけれども、すぐに辞めてしまう事業所も実際に出てきている。 

要は、多くの施設は有料老人ホームに訪問介護などを併設されて、そう
いう訪問介護サービスを利用して生活いただいているものが主で、そち
らの方がどちらかというと経営的な面から容易な状況だからだと考えて
いる。 

 
第 8 期の計画で整備できなかったものとして地域密着型のサービスな

どがあるが、その他のサービスでも、計画してもなかなか手を挙げていた
だけない事業が出ているといった事例が続いていると思うが、その要因
についてどうお考えなのか。 

 
計画を立ててもなかなか手を挙げていただけないのは、医療関係の看

護小規模多機能などの事業所。やはり人材不足が大きな問題と思ってい
る。また昨年度、実際にあった事例だが、公募終了後に物価高騰の影響で
最終的に採算が合わないと判断して撤回された事業所があった。人材不
足に加えて物価高騰の影響も、大きい要因になっていると分析している。 

そうした状況下でも、これらの事業所が必要なのは確かだし、意欲のあ
る事業所もいないわけではない。今後、例えば看護小規模多機能で「地域
の中で三つまで」といった制限を設けたりしていたが、それらを撤廃した
りするなど、事業所の方が手を挙げやすい状況を少しでも作っていきた
いと考えている。 

 
本当に小規模多機能の中には、ここ何年かで休止する事業所が市内で

もけっこう出ていて、私どもの会員数にも影響が出ている。 
正直なところ、なかなか人員配置の基準通りに人を採用できず、現状維

持するのに四苦八苦しているのが実情で、なかなか新しい方向に対して
お応えできない。国の方で、その人員基準をどう考えるか検討するとなっ
ているが、その部分をある程度緩和していただくことによって、やはり小
規模だけでなく介護事業事業者全体が、ある程度、今の人手不足状況をク
リアできるんじゃないかと思う。 

 
8 頁で、「定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模多機能型居

宅介護などにおいては必要性を検討する」ということになっているが、減
っているということか。目標値に達成しなかったとあるが。 
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減っているわけではないが、新たに募集をしても手を挙げてこられる
事業者が少なかったので、目標値には達成しなかったということ。 

 
その原因は何と考えるか。 
それと 20 頁の市⺠意識調査。最終が令和 2 年 7 月に実施ということだ

が、今後この調査は実施の予定があるのか。 
それとこの 3 位、4 位のところ、平成 30 年と比較すると「災害に強く

回復力のある安全なまちづくり」を重点的に取り組むべき施策として前
回比ですごく伸びている。危機感が上がっているという意識だと思うが、
こうした調査というのは、このプランを策定する上でも必要だと思い質
問させていただいた。 

 
初めの質問「定期巡回・随時対応型訪問介護看護と看護小規模多機能型

居宅介護の目標値を達成できなかった」という理由については、先ほども
申し上げたが、やはり医療の専門職なども必要になってくるサービスな
ので、人の確保が難しいのが１点かと考えている。 

定期巡回の場合だと本当に 24 時間対応といったことになってくるの
で、そうした部分でも人の配置というのは難しいものと思っている。た
だ、そうした中でも 1 ヶ所、あまり広い地域でやられるかどうかはわか
らないものの手を挙げていただいたところもあるので、粘り強く公募す
ることによって、まずは狭い地域からでも始めていただければと考えて
いるところ。 

あと、物価高騰ですごく影響を受けている。新規に参入していただく中
でも、施設を建てる上で資材高騰というのは、今後の採算を考えるにあた
って大きなマイナスになっていると考える。 

 
もう一点の市⺠意識調査の方については、企画管理部の方でこれまで

たしか 5 年サイクルで継続して実施しているので、次回も同様に行われ
ると思う。 

この調査は 18 歳以上の広い年齢層を対象としていて、ご指摘のあった
点も含め私も注目している。特に 2 位の「出産・子育て環境の充実」につ
いて、前回から増えていること。先に委員が仰ったように、現時点ではも
っと意識も変わっていて、世の中全体では人口減少の中にあって、高齢者
が高止まりで生産年齢が減少。そうした中で子供を産み育てるというこ
とについては、人がいない中でたくさんの力を介してやっていくという
ことを、多くの方が意識している結果だと思う。 

また「災害」については、今回、秋田で大きな被害があったが、我々市
役所としても、非常に大きな災害発生時の対応に危機感を覚えている。 

 
計画を策定していくにあたり、やはり介護保険の範囲ではないところ、

人のライフステージからいえばそれ以前の問題、のところがどんな風に
進んでいくのか、どんな計画があるのかがちょっと見えない。 

例えば、市⺠意識調査などから出てくれるところもあるし、他の調査か
らも、例えば除雪であるとか配食サービスの問題、声掛けとか見守りとか
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については、必ずしも介護保険で支援できる問題ではない。そこはやはり
切れ間の無いサービスということを考えた時に、それ以前の問題に対す
る計画はどうなのか、というところがちょっと気になった。 

 
資料の作りこみについて、今ご指摘を受けて反省した。確かにそうした

ご意見があったので、ピックアップして、この部分について現在の取り組
み方とかをお示しすれば、もっとご理解が深まったかなと反省している。 

ちなみにご指摘のあった見守りサービスや配食サービス等について、
介護保険とは別に、市の施策の中でいくつかの支援を実施している。 

やはり重点となるのは高齢者一人暮らしの方であったり、高齢者のみ
であったり、また所得の低い方、そういった方に重点を置くことが多い
が、配食サービスをしながら見守りを兼ねてやる事業もあるし、普段の生
活に関しても福祉推進員さんや老人クラブさんなど色んな地域の力をお
借りしして、それを地域包括支援センターと共有しながら、課題のある方
がいらっしゃればケア会議を開催するなどして拾っていくと。そういっ
たことには取り組んでいるところ。 

ただ例えば、以前から問題になっている富山特有の車社会という事実。
地域の山間地が広いため買い物代行などの生活支援を要する、といった
ところは、まだまだ手が届かないところもある。こうしたところは部局を
越えて交通手段のモデルケースを検討するなど色々取り組んでるところ
だが、こうしたことは引き続きやっていきたい。 

 
私が今回、プラン策定の懇話会委員に応募した理由は、以前、認知予防

についての講演を聴いた時に、「何か高齢者が好奇心を持って挑戦すると
いうことが認知療法の一つ」だと聞いた。それ以来、私は色々なものに挑
戦してみたり、参加したりしている。 

資料の 15 頁「健康づくりや生きがいづくりについて」のところに、男
性は女性より「外での楽しみがない」などと書いてあるが、私は 10 年前
に介護予防サークル「You ゆうの会」というものを立ち上げて活動してい
るが、やはり男性の出席は少ない。 

富山市内には空き地がたくさんある。この空き地を利用して、男性を誘
い出すためにポケットパークといったものを作って、野菜作りや花づく
りになど、好きなものを作れるようにしたらどうか。やはり行き場所を作
ってあげるのは大切。そういうことを提案したい。 

 
ご指摘の通り、この調査報告書にもあるように、どちらかといえば女性

の方は積極的に外に出られる。男性は何となく地域に出ずに家に居てし
まう。これは何というか、男性はやはり誰かに頼るところがあるのか、何
かあまり行動性がないのか、ということを感じている。 

そうした視点からも、やはり男性が入っていく機会を作るという今の
ご意見について、検討させていただきたいと思う。 
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少し違う視点から意見させていただきたい。 
ざっとこの資料を見ている中で「デジタル」というか、そうした部分で

の支援という要素がちょっと見当たらないような感じがする。 
デジタル化というと高齢の方には取っつきにくい部分もあるかと思う

が、やはり使ってみれば有用なものだと理解いただけるのでは。 
富山市の方も推進しておられる「結ネット」という電子回覧板のアプリ

があるが、高齢者対策というか、高齢者の見守り活動とか徘徊とか、そう
いった部分もある程度サポート・防止するという部分もある。また防災に
ついても防災機能とか色んな機能を持っているので、こういった「結ネッ
ト」とかデジタル化をある程度駆使しながら、介護とか高齢者サポートと
か、そうした部分をある程度デジタルによって補完するという考え方も
大事じゃないかと思う。 

プラン策定の中で、そういうデジタルに関する部分について、少し言及
というかお構いいただければありがたい。 

 
私どもも新しい柱を検討していく中で「ICT 化の推進」を取り組んで

いくべきという意見も内部的に出ているし、ご指摘いただいた通り、年齢
層を見ても、ある程度はもうスマホにも慣れている世代へは導入が進ん
でいるが、前の世代になると最初から「もう私は」という現実もある。そ
うしたところにも、何とか取り込めないかということも考えている。 

先ほどのご意見の通り、今後、そうしたものをより使っていく世界が必
ず到来するので、行政としても研究していきたい。 

ご紹介のあった「結ネット」もそうだが、小見地区などで医療と絡めた
モデル事業を手掛けたり、そうしたものを少しずつやっている。手探りの
状況のものもあるが、いくつかの地域で導入していただいており、今後も
少しずつ広げながらという形で進めたいと考えている。 

 
今のデジタルの面で、先ほど会議が始まる前に、菱田委員の方に、今度

「結ネット」を総曲輪校下に導入するにあたって色々教えてくださいと
話していた。とにかくやってみて、それから考えるという形で、積極的に
進めるつもり。 

次に、私は富山市の⺠生委員児童委員協議会というところの代表とし
て参加しているが、私のとこには部会があり、各小学校下 71 から 1 人ず
つ出ており、72 名の部会がある。そこでは、この前も横田副知事を呼ん
で「ジェンダー平等社会推進」などのシンポジウムやワークショップをや
るなど、結構活発に活動している。 

そうした中で、⺠児協として何ができるかという意味でハタと思った
のは、先ほどの岩井委員や高原委員のお話にも出た介護職員不足、介護人
材確保とかの問題、やはり一番これが大事な課題だと思う。これをただ
「足りないのでよろしく」とか、こんな状況になってますとか、890 人の
⺠生委員にチラシを撒いてもらっても、それで終わってしまう。 

そうじゃなくて、僕らと一緒にワークショップをやったり、その会を実
際にやってる方とかケアマネの方も入ってもらって、それを繰り返す中
で、地元にそのこういう課題があるんだよってことを、根付かしていくと
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いうのが大事なんじゃないかなと思う。そういう中で何かが見えてくる
と思う。 

いろんな頭もあるし、いろんな研究もあるので、ぜひ⺠児協を使ってい
ただきたい。また、こちらの方からもそういう企画を出していくので、そ
のときはぜひご協力をお願したい。 

 
資料の説明を聞いて一番気になったことが、10 数回繰り返し言われた

「2025 年、団塊の世代が」という言葉。「団塊の世代」という言葉は堺屋
太一という小説家が作った流行語。それがなぜか今、公文書の中で使われ
ている。僕らは正に団塊の世代。それ聞いてると、すごいお荷物のような、
目の敵にされてるような感じを持つ。 

「団塊の世代」の次に何を言われたかというと「団塊の世代ジュニア」。
団塊ジュニアというのは団塊の世代のように一つの短いスパンの中にい
るわけではない。 

それともう一つ。「団塊の世代」が 2025 年になったらどうなるのか説
明なしに「団塊の世代」と連呼されると、我々としては切ない。言われて
もいいが、連呼しないでほしい。 

次に、「今でも住み慣れた地域で安心して暮らすためには」というアン
ケートの中の 1 位が「声かけや見守り」ということだが、老人クラブとし
ても一生懸命やりたいと思い、サロン活動へのお誘い等をやっている。と
ころがこのアンケートには「サービス」という言葉が付いている。サービ
スと言ったら、これは「役所がやること」というようなイメージにならな
いか。実際にこれをやるとしたら、地域社会や地域共同体の繋がりの中
で、みんなで声掛けして見守っていきましょう、というように私は捉えて
やっている。 

「サービス」という言葉が付くとうと「サービスを受ける」というよう
なイメージにならないか。これを選んだ人は「これしてもらうんだ」とい
うような感じにならないか。これは高齢者同士でやる活動。この文言が気
になった。 

 
先ほどの「団塊の世代・2025 年」は、一つのフレーズとして色んなと

ころで使っていると思う。申し訳ない。 
それよりも、生産年齢人口減少の方が問題だと考えておるので、その点

は、ご承知おき願いたい。 
もう一つ、「声掛けや見守りサービス」の定義のことで少し意見があっ

たが、仰るように本来は地域の繋がりの中で声掛けしたり、皆さんが気に
かけて社会で生きていくことが大前提。その一つのサービスとして少し
紹介させていただくと、緊急通報サービスなどを使って自動的に検知し
て、状況をお知らせする、見守るというものも存在している。方法として
は人が介在するのが一番だとは思うが、それを補完するものとしてそう
したサービスも存在する、というように考えているので、その点をご理解
いただければと思う。 
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以前に五福地域で「わがごと・まるごと」の仕組みで、向こう三軒両隣
で何かあったら⺠生委員さんとか包括さんとかに連絡が届くような方式
でやったが、どうも最近は「向こう三軒両隣」とはいかない。むしろ喧嘩
状態になるなど、なかなか難しいと思った。 

いずれにしろ、我々とすれば「隣近所が情報源」というのが最初のとこ
ろだろうと考えて、一生懸命事業をやっている。これは高齢者だけの話じ
ゃないと思うので、やっていきたいと思っている。 

 
我々シルバー人材センターですが、今、コロナの問題はじめ色々な社会

情勢の関係や、最近は定年延⻑とか再雇用とかもあり、入ってこられる会
員さん達が大体 70 歳超。そういうことで会員確保に大変苦労している。 

現在、最高齢は男女とも 92 歳。会員として現役で働いている。ただ高
齢化のため、草むしりや機械を使ったりできる方が少なくなってきてい
る。新しく入ってこられる方も、こうした仕事が苦手な感じで、今後どの
ような形で変化していくのか、という点は危惧しているところ。 

あともう一つ。介護のことはあまりよくわからないが、それぞれの委員
さんたちの発言の中で色んな問題があることが非常によく分かった。 

あとはこれを課題としてここに挙げてというのは、それはそれでいい
けれども、最終的にはやはり財源というものをどのように活用していく
か、絵に描いた餅じゃなくて、いかに実効性のあるものを作るかというこ
とが大切になってくると思うので、その点はよろしくお願いしたい。 

 
先ほどの谷委員のお話は、すごく大事。我々⺠生委員は日常でも災害時

でも活動しているが、私の場合でも地域で 3 町受け持っている。これだ
けのエリアを、1 人では当然できない。 

一方で、地区社協に福祉推進委員の方がいて、こちらは各町内におられ
る。この福祉推進委員と⺠生委員が一緒になって退避援助するというこ
とに一応なっているが、一番問題なのが、⺠生委員は守秘義務があり、福
祉推進委員は守秘義務がないこと。大体これがもめる原因になる。 

この辺も含めて、災害がいつ来るか分からない中で、福祉推進委員さん
と⺠生委員ができるだけ早く協力体制に入って、なじんで、連帯感のある
体制を取りたいと思う。その辺を一つ、頭の⽚隅に置いてほしい。 

 
福祉推進委員の皆さんと、いわゆる守秘義務の問題というのは、なかな

か厄介な問題。特に気にしなければ、隣近所の付き合いやってることだか
ら別に問題ないとなってしまうところだが。付き合い方をどう取ってい
くかとか、その辺りが大切なのでは。 

地域で一生懸命頑張っておられるが、つい一言余計に「窓口はこうだ」
という話をすると大きな問題になることがあるので、その辺はやはり、お
互いに注意するということは必要なのかなと思う。 
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先ほどのデジタルの件で、操作で分からないことがあったので先日ド
コモの店に行ったが、公⺠館で無料講習するとのチラシがあった。第 1 部
の講座は初歩的なもので、第 2 部は公的な書類の申請書作りをやりまし
ょうといった内容。 

私も町内で呼び掛けようかなと今思っているんですけれども、⻑寿福
祉課からも「こんなことをやっていますよ」というような形で通達しても
らえれば、もっと広まっていくんじゃないかなと思うが。 

 
今委員がおっしゃったように、興味を持っている方はたくさんいらっ

しゃるんだなと感じた。⻑寿福祉課のシニアライフ講座の中でも 2 ヶ所
ぐらいスマホ教室がある。それと社協さんの方でもたくさん開催してら
して、結構盛況らしい記事を拝見している。 

なので、掘り起こしというか、私も先ほど申し上げた通り高齢者の方に
もスマホを使ってもらい ICT 化を進めたいなと思っているので、何がで
きるか組織として検討させていただきたいと思う。 

私どもから⺠間でこんなことをやっているよという紹介はできない
が、行政としてスマホを持っていただけるような働きかけ、事業展開を少
し進めたいと思う。 

 
先週末から今週の初めにかけて、福祉政策課から「富山市地域福祉計画

策定に向けて」ということで、市内の福祉関係団体、NPO 法人、ボラン
ティア団体、約 300 に対して Web でアンケートがきている。 

中身について、我々のような社会福祉法人からすると、何か実態に合わ
ないような設問があると思いながらも回答はしているが、この富山市地
域福祉計画と本懇話会との関連性についてご回答いただきたい。 

 
ご指摘の調査については、事業所向けと一般市⺠向けのアンケートを

やっている。その地域福祉計画は 5 年ごとに作成しているが、設問等に
ついては前回との経年比較もある中で、大幅な変更を今回は見送ったと
いう経緯がある。 

例えばそのアンケートをお返しいただく中で、こうした視点が必要で
はないかとか、ご指摘・ご意見などをお聞きするというような形を考えて
いきたいと思っている。 

2 点目の、富山市の計画全体の構成について、地域福祉計画とこの高齢
者プランの計画の位置づけについて。 

その前に、富山市の全体的な政策を決定する方向性の計画の一番上位
の計画は「総合計画」。その次に福祉の部門や建設部門、商業、農業など
各部門に部門計画がある。 

地域福祉計画というのは、富山市の福祉、⺠生医療、介護政策を包括的
に網羅した、いわば 2 階建て部分のような総合的な計画という位置づけ。 

さらに今、皆様にご議論いただいてるのは、福祉政策、⺠生医療、介護
部門の中の一つの高齢者介護等の、さらにその部門計画、要は 3 段階目
にあたる。 

1 番目が総合計画、2 番目が地域福祉計画、3 番目が高齢福祉とか介護、
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あとは福祉保健部の領域だと障害の部門、あと子ども家庭部との関係も
児童福祉といった階層というか、位置づけになっている。 

ここでの議論・意見等というのは、それぞれ福祉計画の中にも意見等を
反映するというような建付けという形であり、それぞれの部門の計画を、
福祉を総合的に網羅した福祉地域福祉計画の中にも反映して、齟齬の無
いように一体的に福祉政策を行うための計画というような位置づけ。と
いうようにご理解いただければと思う。 

 
現行の高齢者総合福祉プランの冊子の 18 頁、他の計画との関係という

ことで記載されているが、かなり重なる部分が多いので非常にわかりに
くいと思うが、総合計画は全体のことで、このプランは高齢者の地域福祉
についてより詳しく定めてあるといったような関係だというようにご理
解いただければと思う。 

 
今日、皆さんから色んなご意見をいただく中で、最初に事業者アンケー

トの集計を早くして、中身を計画に反映できるようにしてほしい、といっ
た要望があったが、ぜひご尽力お願いしたいと思う。 

また、大きな課題として人材不足、人材確保という問題の指摘があった
が、地域で担い手が不足していくということも大変大きな問題じゃない
かと思う。従来のようないわゆる「生産年齢人口 15 歳から 65 歳」とい
う枠組みをどのように見直していくのか、というような大きなテーマに
なると思う。 

これを計画の中に書き込めるかどうかは、全体的な問題で難しいだろ
うと思うが、ぜひ、今日出されたそれぞれの立場からの意見を、計画の素
案に反映していただくようお願いしたい。 

 
 

(以上) 
 
 


